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MTGの流れ

午前の部

① 自己紹介

② 能代イベントについて

③ 射場管理について

④ 海外学生との交流会報告

⑤ 長期ビジョンの確認

午後の部

⑥ ガイドライン

⑦ 「ランチャ共有しよう!1」プロジェクトの報告と説明
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能代イベントについて

来年度に向けて要望などをまとめた
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射場管理について

能代宇宙イベントの参加が多くパンク気味

➡自分たちにあった射場や時期を選べるようにし

たい

現在，伊豆大島，加太を中心に調整中
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海外学生との交流会報告

10月22日，23日

EASM(イタリア，ミラノ工科大学)に2名参加

参加国：イタリア・イギリス・ポーランド

ドイツ・フランス・オーストリア

今後

• 国際コンペ，国際技術交流会

などを行いたい
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長期ビジョンの確認

総会まで

• 社会貢献できるもの…

• モデロケ教室，出前授業など

共通目標に対する考え方の整理

• 1つの共有目標を立てる賛成or反対

• 技術向上をもとに社会貢献につなげたい賛成or反対

長期ビジョン

• 毎年技術進歩を体得する方法を身に着ける
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ガイドライン

目的

• 今後、新規団体ができた場合に手渡せるバイブル的なも
のを作成(既存の団体において、新入生教育に使える程
度のもの)

• 曖昧になっている安全基準などを取りまとめる

進捗状況

• 80％程度の完成

• 執筆者10人超
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「ランチャ共有しよう!1」プロジェクトの報告と説明
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「ランチャ共有しよう!1」プロジェクトの報告と説明

背景

共有ランチャ << 団体由来ランチャ

目的

• ランチャーの所有，非所有に限らず，全団体が自由度高
く，生き生きと打ち上げ実験を行えるようにする

現状

• 第2回ランチャ講習会をWS中に実施

➡ご協力いただいた関係者の皆さまありがとうございます
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